
「培養肉」ってそもそも何？なぜ必要なの？実現のために何が足りないの？

遺伝子組換え技術やクローン技術とどう違うの？食品表示は適切になされるの？

海外ではどうやって安全性の確認をしているの？日本ではいつ販売されるの？

今後はお肉と同じか安い値段になるの？どんな味なの？ …
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Q: 「培養肉」とは？

A: 動物の体から取った細胞に栄養を与えて増やし「お肉」の形に形作ったものです。正式には細
胞性食肉（もしくは細胞性食肉加工食品）と言います
（詳しくは「本資料で出てくる専門用語」をご確認下さい）



Q: 「培養肉」は細胞性食品や細胞農業とどう関係するの？

A: 細胞性食品は「培養肉」や「培養シーフード」などをまとめて呼ぶときの名前です。細胞農業は、
「生きた細胞」に栄養（穀物由来の糖やアミノ酸など）を直接与えることで増やして、「お肉」や「お
魚」、「ミルク」や「カカオ」などの食品を作る技術のことです。
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Q: 細胞培養技術は、家畜で話題になっていた体細胞クローン技術とは違うの？

A: 異なる技術です

Q: 細胞培養と遺伝子組換え技術は異なる技術なの？

A: 異なる技術です



Q: 「培養肉」のメリットは？

A: たんぱく質の安定供給が脅かされる可能性に備える観点で、細胞性食品は新たな選択肢とし
て注目されています。また、環境負荷や動物倫理、マイクロプラスチックや水銀などの関係でお肉
やお魚を避けていた消費者の方にとっての新しい選択肢になる可能性があります



Q: 「培養肉」の課題は？

A：よく誤解されますが、食に関する社会課題の「万能薬」ではない点です。具体的な良し悪しに
ついては、社会実装が進まないと見えてこない部分が多いですが、可能性はあるものの、わから
ないことも多い点が予想を難しくしている要因の一つであると思います。わからないポイントの代
表例を4つご紹介します





Q: 植物性代替肉・大豆ミートと「培養肉」との違いは？
A: 大きな違いは「つくり方」と言えるでしょう



Q: 「培養肉」の作り方を詳しく知りたい
A: 会社によって少しづつ作り方が異なるものの、簡単に言うと、

①良質な細胞（タネ細胞）を動物からいただく
②細胞の保存や大量培養前の前処理をする
③ビール醸造に使うような装置に、糖やアミノ酸などの栄養の詰まった液（培養液）と細胞
を入れて細胞を育てる
④培養液を洗い流し、増やした細胞を取り出す
⑤増やした細胞を原料として食品を作る

の５ステップです。



どこの細胞を使って「培養肉」を作っているの？

筋芽細胞とか幹細胞とか、、、聞きなれない生物学の用語だけど、要は最終的な
お肉になった細胞というよりも、お肉の細胞になる一歩手前やそれより手前の細
胞を動物からいただいて、その細胞を動物の体内と同じ環境のなかで増やしたり
成長させてお肉や脂肪の細胞をつくるということ？

②の「大量培養前の前処理」って何をするの？



何を使って生産するの？

③では何を使うの？



成長因子として動物由来のものが使用されるということは、培養肉も動物から命
をいただかないとお肉が作れないってこと？



Q: 「培養肉」って食べても大丈夫？

A: 安全に生産されたと言えるにはどのような条件を満たしていればよいかについて、今まさに国
や産業、アカデミアでは最新の科学的な根拠を基に検討中です

Q: 知らないうちに流通して食べてしまうのが怖いです。食品表示は適切になされますか？

A:販売する際には食べたい人だけが選べるように、わかりやすい食品表示が必要です



価格 (製造コスト）
 今後はお肉と同じか安い値段になるの？

品質
 栄養価は元の食品と比べてどうなの？
 生物濃縮，マイクロプラスチック等は気にせず食べることができるということ?

国際競争(海外技術開発進捗）
 海外と比べて日本は開発が進んでいるの？

おいしさ
 どんな味？どんな食感？
 高級なお肉と全く同じものが安くできるということ？

社会課題の解決への貢献可能性
 どうして細胞農業が必要なの？実現のために何が足りないの？
 大量の電気を使うという点が気になる
 本当に人口増加に耐えうるたんぱく質供給源になるの？
 本当に自給率向上に貢献するの？結局アミノ酸やグルコースの原料は輸入して

いるのでは?

産業
 この産業が普及するといままでの産業はどうなるの？例えば、20年後、30年後

の絵姿はどうなるの？


